
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

横浜市の河川などの水辺は、これまでの企業や市民の皆さんの御協力により、水質が大きく改善さ

れています。そんな水辺の現状や水質以外の魅力は、まだあまり知られていないかもしれません。 

そこで、市内の水辺の魅力を見つけて共有する を今年度から

始めます！これは、市民の皆さんが「みずしるべ」という共通の指標を使って、身近な水辺を調査して

いただくことで、水辺の現状や魅力を可視化し、その結果を水辺の魅力の１つとして横浜市から発信

するプロジェクトです！ 

  

水辺を「自然なすがた」「ゆたかな生物」「水のきれいさ」「快適な水辺」「地域とのつながり」の

５つの視点から総合的に評価し、レーダーチャートで可視化できる指標です。専門知識を必要とせず、

五感を使って直感で誰でも簡単に評価することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 内容：みずしるべによる水辺調査及び情報発信 

（２） レポート提出期間：令和７年６月 30 日（月） ～ 令和８年１月 31 日（土） 

（３） 参加方法：グループでも個人でもどなたでもご参加いただけます 

（４） 対象河川：市内河川(調査は安全面に配慮して行いましょう) 

 

１ よこはま水辺レポート実施概要 

令 和 ７ 年 ６ 月 3 0 日 
みどり環境局水・土壌環境課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

「よこはま水辺レポート」参加者大募集！！ 
～みずしるべを使って水辺を調査しよう～ 

地域にとってどんな存在？ 

図：みずしるべの５つの指標 生き物はたくさんいる？ 五感でどう感じる？ 

今まではこれだけ 

周りに自然は多い？ 

５つの視点で可視化・シェアしよう！ 

みずしるべとは 

裏面あり 



 
 

 

【事前申込み不要】 

以下のいずれかのツールで調査を実施して、結果を報告するだけで参加できます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 子どもだけで調査するのは大変危険ですのでやめましょう。 

※特に 1 人での調査は絶対にやめましょう。 

（２） 河川に入る場合は、以下のことに注意しましょう。 

ア 流れが速い場合は入らない 

イ 川底が見えない場所には入らない 

ウ ライフジャケットの着用 

エ はだしは危険なので、ぬれてもよい靴を履く 

（３） 降雨後は、河川の水量が増える等危険ですので、前日及び当日の天気に注意しましょう。 

（４） 川底やごみなどを触る場合には、ゴム手袋などをはめて調査しましょう。 

（５） 怪我をしたときに備えて、病院の場所（連絡先など）や連絡方法について事前に確認して 

おきましょう。 

 

 

横浜市のホームページに、よこはま水辺レポートの調査のポイン

トをまとめたマニュアルや各種調査ツールの使用方法及び結果の報

告方法を案内しています。 

 

 

 
皆さんからいただいたレポートは、横浜市のホームページ等で、市内河川の現状や魅力を誰でも見

られる形でシェアしていきます。 

また、調査に御協力いただいた団体名※も一覧で掲載し、地域ごとの取組やつながりが見えるよう

に紹介する予定です。  

 

お問合せ先 

みどり環境局水・土壌環境課長  百瀬 英雄  Tel 045-671-2803 

２ 参加方法（詳細はよこはま水辺レポートのＨＰに掲載） 

３ 調査時の注意事項 

４ 詳細情報 

５ 結果の活用 

※公表は任意です、個人名は非公表 

よこはま水辺レポート HP 

アプリ「水辺へ Go！」 調査票 
電子申請システム 

アプリダウンロード後、

プロフィールにグループ

コードを入れて調査 

まとめ用の Excel を横浜市

にメールで送る 

※調査票等は HP に掲載 

システムで申請 

※レーダーチャート化はできません 


